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ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｈ
・
カ
ー
（
一
九
一
一
～
九
二
）
に
つ
き
在
沖
古
文
書
学
の
権
威
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
教
授
が
「
沖
縄
の
歴
史
に
関
す
る
英
語
圏
の
著
作
者
と
し
て
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
今
日
で
も
そ
の
地
位
は
不
動
で
あ
る
」
（１）
と述べたのは一一○○｜年のことだった。その後十年を経る一一○一｜年一二月にジェンキンズ教授の尽力
に
よ
っ
て
「
沖
縄
公
文
書
館
所
蔵
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｈ
・
カ
ー
文
書
目
録
」
が
発
刊
さ
れ
、
日
本
、
沖
縄
、
台
湾
、
ハ
ワ
イ
関
係
カ
ー
文
書
の
ほ
ぼ
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
一
一
年
を
経
る
本
稿
執
筆
二
○
｜
三
年
の
現
時
点
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
教
授
が
「
不
動
」
と
し
た
カ
ー
評
価
に
は
変
わ
り
な
く
、
特
に
国
際
琉
球
学
・
欧
文
琉
球
学
の
分
野
で
研
究
に
い
そ
し
む
学
究
の
間
で
は
、
カ
ー
が
そ
の
代
表
的
著
作
○
迂
冒
§
～
二
の
酉
時
ど
こ
＆
は
じ
め
に
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｈ
・
カ
ー
の
琉
球
史
学
山
口
栄
鉄
ジョージ．Ｈ・カーの琉球史学
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§冴冒ご寺＆奇（一九五八、新装版一一○○○、以下、「カー原著」）の巻末に付した琉球関係欧文文
献録なしに研究の深化は望めないとの評価が定着し、その文献録を基点にますます研究の深化が図ら
（２）
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
最
も
顕
著
な
例
の
一
つ
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
琉
球
研
究
の
第
一
人
者
勺
四
三
Ｏ
六
国の一一一のく胃の氏の編になる琉球関係欧文原典史料集成帛ｑ屋ご量の冒亘冒二寺のミョ回菖８§尽昴勺胃二戸
全十巻（一一○○○－○二）である。この労作によって、わずか十数年前まで、琉球関係の欧文文献の
探
索
に
際
し
、
一
々
欧
米
諸
国
の
図
書
館
、
古
文
書
館
収
蔵
図
書
の
調
査
検
索
の
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
欧
文
琉
球
学
徒
の
労
力
が
劇
的
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
な
お
、
「
欧
文
日
本
・
琉
球
学
」
の
そ
の
後
の
動
き
、
現
況
中
間
報
告
と
し
て
は
筆
者
の
「
大
琉
球
国
と
海
外
諸
国
』
（
二
○
○
八
）
、
『
英
人
日
本
学
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究
～
「欧文日本学」より観た再評価』（二○’○）などを参照いただきたい。
ジェンキンズ氏が「カー原著は一九八七年第十二版で一万一一一千部の売上げを記録している」と記し
て
い
る
貴
重
な
英
文
書
で
は
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
完
全
和
訳
版
が
な
く
、
残
念
な
が
ら
一
般
の
読
者
に
は
十
分
そ
の
真価が伝えられているとは言い難い。
本
稿
の
筆
者
は
原
著
の
出
版
元
、
米
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
タ
ト
ル
社
よ
り
和
文
翻
訳
権
を
得
て
、
こ
こ
し
ば
ら
く
訳
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
作
業
が
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
今
、
改
め
て
中
間
報
告
の
形
で
欧
文
琉
球
学
史
上
に
お
け
る
カ
ー
史
学
の
特
質
に
つ
き
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
従
来
の
沖
縄
地
元
の
学
究
を
含
む
、
わ
が
国
の
南
島
史
学
の
専
門
家
に
よ
る
学
術
成
果
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
国
際
琉
球
学
・
欧
文
琉
球
学
史
上
の
意
義
、
評
価
に
２
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全五四二頁からなる浩潮な原著の目次を概観するに、全Ⅳ部、十一章、七十六節からなり、神代の
時
代
か
ら
沖
縄
戦
の
終
焉
に
至
る
ま
で
の
壮
大
な
展
望
を
試
み
る
労
作
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本邦初訳になる和訳の形で、小節以外の全Ⅳ部十一章を掲げ、異色の英文琉球史書の片鱗を示すとし
レー｛や「ノ○
及
ぶ
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
戦
後
著
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
わ
が
琉
球
史
学
の
分
野
で
は
ありながら、ともすれば看過されがちであった欧文文献を主眼とする新たな琉球史学の一面を表舞台
に押し出し、欧文琉球学、琉球史学の発展に寄与せんとの試みでもある。いずれカー原著の和訳版が
一般読者の目にも触れ得る段階に至れば、外国人学者がいかに深い研究成果を挙げ得るかという最上
の
例
を
読
者
の
前
に
提
示
し
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
上
、
西
洋
に
お
け
る
琉
球
研
究
の
歴
史
に
は
欧
米
人
学
究
に
よ
る
実
に
多
く
の
研
究
成
果
の
蓄
積
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
カ
ー
原
著
の
内
容
概
観
第
１
部
中
山
～
東
海
の
独
立
王
国
一
章
神
代
時
代
～
一
三
一
四
年
ま
で
ジョージ.Ｈ・カーの琉球史学３
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カー原著には白黒写真版一一一六葉、著者カー自身の手に成る挿絵一一三個が収められ、内容を一層豊か
なものにしている。しかし、二○○○年発行の改訂増補版では、残念ながら写真版一一一六葉全てが省か
二章葛藤の一世紀一一一一一四～一一一一九八
一一一章中山国最良の日々一一一一九八～一五七三
第
Ⅱ
部
孤
立
～
「
遠
海
の
孤
島
」
四
章
大
陸
の
戦
争
と
独
立
の
喪
失
一
五
七
三
～
一
六
○
九
五
章
孤
立
化
の
時
代
一
六
○
九
～
一
七
九
七
は
ざ
ま
第
Ⅲ
部
一
一
つ
の
世
界
の
狭
間
に
あ
っ
て
六
章
防
波
堤
と
し
て
の
琉
球
弧
一
七
九
七
～
一
八
五
三
七
章
「
禿
鷹
」
と
「
は
っ
か
ネ
ズ
ミ
砦
沖
縄
に
お
け
る
ペ
リ
ー
八
章
日
本
国
、
沖
縄
人
を
「
保
護
」
一
八
五
五
～
’
八
七
八
第
Ⅳ
部
辺
境
の
地
～
沖
縄
県
九
章
琉
球
王
国
の
終
焉
’
八
七
九
～
一
八
九
○
十
章
日
本
国
の
同
化
策
一
八
九
○
～
’
九
四
○
か
な
づ
ち
か
な
ど
こ
十
一
章
金
槌
と
金
床
に
挟
ま
れ
て
～
沖
縄
と
第
二
次
世
界
大
戦
一
八
五
三
～
一
八
五
四
一
九
四
一
～
一
九
四
五
４
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原
著
巻
末
に
は
実
に
六
七
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
琉
球
関
係
欧
文
書
誌
、
注
記
、
索
引
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
欧
文
書
誌
の
部
は
カ
ー
史
学
の
真
骨
頂
と
も
す
べ
き
部
分
で
、
そ
の
欧
文
琉
球
学
史
上
に
お
け
る
意
義
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
ず
、
カ
ー
は
私
が
あ
え
て
「
欧
文
琉
球
学
の
父
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
「
琉
球
書
誌
」
（
一
八
九
六
、
こ
れ
は
英
人
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
、
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
、
ヘ
ン
リ
・
コ
ル
デ
イ
ア
、
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ン
ク
ス
タ
ー
ン
以
来
の
琉
球
関
係
欧
文
書
誌
を
通
覧
し
、
特
に
近
世
日
本
国
の
専
門
家
に
よ
る
琉
球
関
係
書
目
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
し
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
自
身
の
探
索
検
証
し
得
た
和
文
文
献
全
五
三
点
を
挙
げ
る
も
の
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
筆
者
の
「
壬
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
～
そ
の
琉
球
研
究
の
記
録
」
、
一
九
七
六
、
参
照
）
を
は
じ
め
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ブ
ン
ウ
オ
ー
ス
の
「
琉
球
島
」
二
九
○
五
）
、
独
人
エ
ド
マ
ン
ド
・
シ
ー
モ
ン
の
琉
球
書
誌
（
’
九
一
四
）
、
ロ
ル
フ
・
ビ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
沖
縄
書
誌
二
九
四
○
、
’
九
五
四
）
な
ど
、
欧
人
琉
球
研
究
者
の
書
誌
録
を
概
観
し
て
い
る
。
戦
中
、
戦
後
に
か
け
て
の
エ
ー
ル
大
学
教
授
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
率
い
る
沖
縄
関
係
資
料
文
献
録
（
こ
れ
は
今
日
、
エ
ー
ル
大
学
人
類
学
研
究
所
に
そ
の
影
を
留
め
る
）
、
１
Ｗ
モ
ラ
ン
が
一
九
四
六
年
に
修
士
論
文
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
に
提
出
し
た
琉
球
書
誌
論
、
そ
し
て
一
九
五
三
～
五
四
年
度
に
か
け
れている。
カ
ー
欧
文
書
誌
の
意
義
、寺
ンヨ 一ジ．Ｈ・カーの琉球史学５
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戦
後
数
年
を
経
る
一
九
五
一
年
、
米
国
政
府
の
統
治
下
に
あ
る
極
東
地
域
復
興
、
特
に
学
術
振
興
を
目
指
す
一
大
プ
ロジェクトが発足する。米国陸軍省の支援のもとに勺四ＱｍＯｍＱのごＯのｍ○四己・扁岳の亘昌・ロ巴幻のの①日ｓ
ｏ
・
目
Ｑ
ｌ
が
組
織
化
さ
れ
、
四
四
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
知
ら
れ
る
一
連
の
琉
球
研
究
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
る
。
翌
一九五一一年に、時の沖縄列島米国民政府民政部長ジェイムス・ルイス准将から勺ロＱｍｎｍＱのロ８，．日□
に
対
し
、
科
学
研
究
を
主
目
的
と
す
る
研
究
成
果
の
ほ
か
に
、
琉
球
史
の
概
要
を
ま
と
め
た
補
助
教
材
の
編
纂
に
当
た
る
べ
し
と
の
一
大
司
令
が
下
さ
れ
る
。
カ
ー
氏
は
原
著
巻
頭
に
て
「
：
琉
球
列
島
の
施
政
に
あ
た
っ
て
、
当
時
ル
イ
ス
准
将
は
、
連
日
の
よ
う
に
直
面
す
る
諸
問
題
の
理
解
と
解
決
に
は
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
教
材
が
欠
か
せ
な
い
、
と
信
ずるに至っていた」と述べている。そして悪ＱｍＣｍＱのごＣの、○四日の主要メンバーであったハロルド・
ク
ー
リ
ッ
ジ
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
両
博
士
の
勧
め
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
業
に
当
た
る
べ
し
と
す
る
ル
イ
ス
准
将
の
司
令
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
氏
の
も
と
に
届
く
の
だ
っ
た
。
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
歴
史
学
科
で
カ
ー
教
授
の
率
い
る
琉
球
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れた記爲忌冒の旧量＆団・・雰冒且」蔓、冒冒向長』言、、高言ミロミＯ③ミミなどが挙げられている。（３）
そ
の
頃
カ
ー
が
打
ち
込
ん
で
い
た
琉
球
研
究
に
は
比
嘉
春
潮
や
久
手
堅
憲
次
ら
の
助
力
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
カ
ー
琉
球
史
学
の
淵
源
６
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わずか一年後の一九五一一一年、カー氏は勺四口辱のＱのごＯの、Ｂａの元に全一一四○枚よりなるタイプ稿本
』ｑ量ご震．．【菖苞・ミロミも『○三円Ｃ§言こぶを提出、それはその後まもなくにして本プロジェクト
の立役者ルイス准将の元に届けられる。准将の死の直前のことだった。’一一年後の一九五六年に、米国
民
政
府
よ
り
そ
の
和
訳
版
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
今
日
識
者
の
間
で
「
赤
表
紙
本
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「琉球の歴史」である。原著者カー氏の手を離れたタイプ草稿版が、当時那覇在の口冨Ｏ〔・【・【Ｑ皇
旨さ目昌○口目』両目Ｃ呂・ロの監督下に琉球大学関係者、民政府職員数名を動員する和訳プロジェク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
そ
の
赤
表
紙
本
で
あ
る
。
和
訳
担
当
メ
ン
バ
ー
が
比
嘉
春
潮
氏
よ
り
教
示
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
与
っ
た
こ
と
が
巻
末
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
後
年
、
そ
のタイプ稿を大きく改訂増補し、全く新しい形で米国のチャールズ・タトル社より出版されるのが、
すなわち、今ここで扱う原著○ご冒冒～『言画冴ごミミ冒房ミミも、８（のである。このタトル社版で
カー氏は「赤表紙本」の訳述作業の経緯につき「祠四口言のＱの月の、○四ａ当局や私の世話になった日本
（４）
本
土
、
沖
縄
の
学
者
、
知
人
（
そ
し
て
私
自
身
）
ヘ
の
相
談
な
し
に
進
め
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
国
際
琉
球
学
・
欧
文
琉
球
学
へ
の
礎
石
「
：
琉
球
学
が
真
に
飛
躍
的
な
進
展
を
み
せ
る
た
め
に
は
、
和
・
漢
・
洋
に
通
じ
る
知
識
の
集
積
を
も
っ
て
始
め
て
７
ジョージ．Ｈ・カーの琉球史学
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可
能
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
」
～
早
い
頃
の
著
作
「
異
国
と
琉
球
」
の
巻
末
で
、
私
は
そ
の
よ
う
な
感
慨
を
吐
露
し
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
「
洋
に
通
じ
る
琉
球
研
究
分
野
」
の
開
拓
発
展
に
一
大
展
望
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
が
カ
ー
原
著
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
新
分
野
、
私
の
提
唱
す
る
い
わ
ゆ
る
欧
文
琉
球
学
に
メ
ス
を
加
え
る
原
著
者
カ
ー
の
面
目
躍如たる部分のいくつかに目を向けてみよう。ここでは、とりあえず第一尚氏発祥前後の古代琉球に
お
け
る
精
神
史
の
片
鱗
、
先
島
の
伝
承
説
話
、
中
華
の
国
、
明
朝
廷
の
頃
に
ま
で
遡
る
中
琉
冊
封
関
係
の
淵
源
、
そ
し
て
ペ
リ
ー
来
琉
と
一
米
人
琉
球
研
究
家
と
の
関
わ
り
、
察
温
考
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
：
な
ど
に
み
る
カ
ー
の
手
法
、
論
議
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
カ
ー
の
「
ノ
ロ
文
化
」
、
「
ノ
ロ
制
度
」
と
い
う
琉
球
の
精
神
史
の
理
解
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
へ
の目配りを忘れることができない。カーのノロ制度の理解に役立ったのは、”・すの耳の【弓閂９ｍ己のｐＯの【
（５）
の手になる論文一篇・自丘のｚ・日・扁卑］①の（の①の①の。｛Ｆ○・○ケ。。§だった。この論文発表の舞台となって
いるのは、明治期以来欧米人の日本研究者に研究発表の場を提供し続けている日本アジア協会の学術
専門誌日日畠ロミ・園旦暮、皆目冒切・畠ご＆」ｇ§である。昭和初期の発表になるこの論文の著者ス
ペンサーは伊波普猷、真境名安興、島袋源一郎らによって始められ、その後まもなくにして廃刊の憂
き目をみたと一一一一口われる「南島研究」誌の息吹に触れ、あるいはまた特に直接指導を受けた島袋源一郎
よ
り
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
袋
中
上
人
の
「
琉
球
神
道
記
」
や
羽
地
朝
秀
の
「
中
山
正
鑑
」
、
あ
る
い
は
「
球
陽
」
を
ひ
も
と
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
書
の
説
く
琉
球
開
關
説
に
目
を
通
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
頃
「
お
も
る
双
子
」
（
ス
ペ
ン
８
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サ
ー
の
表
記
の
ま
ま
）
と
取
り
組
ん
で
い
た
伊
波
よ
り
聞
き
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
聞
得
大
君
」
と
尚
真
王
以
来
の新たな「ノロ」制度、その伝統を調べ、真境名安興の「沖縄一千年史」に引用される「中山世譜」
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
背
景
を
究
め
ん
と
の
意
欲
を
示
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
昭
和
初
期
の
欧
人
琉
球
研
究
家
の
知
識
が
そ
の
ま
ま
カ
ー
に
よ
っ
て
吸
収
咀
囑
さ
れ
、
そ
の
知
識
は
ま
た
カ
ー
原
著
の
和
訳
版
の
形
で
今
日
の
琉
球
文
化
圏
の
読
者
諸
氏
に
伝
え
ら
れ
ん
と
し
て
い
る
。
和漢の文献を中心とする従来の琉球史学に新たな息吹をもたらすのが、カー史学によって開拓解明
さ
れ
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ
ア
圏
、
特
に
旧
王
国
時
代
の
琉
球
国
と
欧
米
諸
国
と
の
関
係
、
交
流
史
の
分
野
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
お
け
る
カ
ー
原
著
の
貢
献
、
意
義
、
そ
の
重
要
性
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
そ
の
こ
と
を
最
も
鮮
明
な
形
で
反
映
し
て
い
る
の
が
、
す
で
に
触
れ
た
カ
ー
原
著
巻
末
に
み
る
全
く
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
欧
文
文
献
書
誌
で
あ
り
、
ま
た
本
書
の
第
Ⅲ
部
六
章
で
あ
る
。
戦
前
ま
で
沖
縄
に
残
っ
て
い
た
と
い
う
一
四
二
五
年
と
い
う
年
号
の
刻
ま
れ
る
古
文
書
に
よ
っ
て
古
代
史
上
の
傑
出
した人物、かの第一尚氏の基を開いた尚巴志の人物像に迫り、貿易船を以って万国の津梁としつつ琉
球国を統一し、至宝に満ちる王国の富を築いていた時代をカーは、その頃ヨーロッパ各地に勃興しつ
つ
あ
っ
た
「
都
市
国
家
」
に
比
し
、
「
中
山
」
が
、
か
の
イ
タ
リ
ア
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
富
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
美
、
そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
の
力
に
ま
で
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
経
済
成
長
の
パ
タ
ー
ン
は
基
本
的
に
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
経
過
を
辿
っ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
今
少
し
カ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
「
：
沖
縄
に
お
い
て
半
世
紀
ジョージ.Ｈ・カーの琉球史学９
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近
く
も
存
在
感
を
示
し
た
尚
巴
志
が
、
か
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
航
海
王
へ
ン
リ
ー
王
子
と
同
時
代
の
人
物
だ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
両
人
と
も
自
国
の
貧
し
さ
と
国
土
の
狭
院
さ
を
克
服
す
べ
く
海
外
に
進
出
、
商
業
活
動
の
改
善
と
伸
張
と
に
献
身
し
た
の
だ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
王
子
は
文
芸
復
興
期
の
科
学
の
発
展
に
活
路
を
見
出
す
一
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
自
身
は
ま
た
、
宣
教
活
動
へ
の
情
熱
に
燃
え
て
い
た
。
闘
争
好
き
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
キ
リ
ス
ト
の
名
の
も
と
に
極
悪
非
道
を
も
あ
え
て
正
当
化
せ
ん
と
の
勢
い
に
あ
っ
た
。
尚
巴
志
の
背
景
に
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お
け
る
よ
う
な
知
的
な
力
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
明
朝
廷
の
、
か
の
永
続
性
に
欠
け
て
は
い
た
海
外
進
出
の
機
運
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
沖
縄
人
に
は
、
し
か
し
、
己
れ
の
信
念
を
広
げ
る
の
に
城
や
町
を
焼
き
、
剣
を
振
り
か
ざ
す
と
い
っ
た
狂
信
者
は
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
口
論
を
好
ま
な
か
っ
た
。
兵
力
動
員
や
武
器
の
準
備
調
達
に
か
け
る
力
な
い
く
さ
ど
な
く
、
戦
の
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
。
｝
」
の
よ
う
な
弱
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
彼
ら
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
学
ん
で
い
っ
た
の
が
、
優
和
順
応
の
精
神
だ
っ
た
」
（
第
三
章
、
二
。
以
上
の
よ
う
な
陳
述
は
、
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
史
家
の
著
述
の
中
に
お
い
て
も
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
国
際
的
視
野
、
知
見
を
備
え
た
人
物
に
し
て
始
め
て
な
し
得ることである。そのような数あるカーの一一一一口葉に接するたびにわたしは、国際琉球学がようやくにし
て
「
国
際
」
の
名
に
恥
じ
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
、
と
の
感
を
深
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
優
和
順
応
の
精
神
、
広
く
知
ら
れ
る
「
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神
」
、
「
善
隣
国
交
」
に
か
け
る
島
人
の
生
き
方
、
そ
の
精
神
の
機
微
を
カ
ー
が
よ
く
理
解
し
、
西
洋
勢
、
大
和
の
「
力
・
武
」
に
対
す
る
に
「
和
」
の
精
神
を
以
っ
て
対
し
て
い
た
沖
縄
の
人
た
ち
の
心
意
気
（６）
を
温
か
い
眼
差
し
で
描
き
き
っ
て
い
る
こ
と
を
読
者
は
文
中
の
こ
こ
か
し
こ
に
見
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。
1０
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この分野でもまた、国際交流史上における琉球国の存在、その理解に欠かせない文献、知的財産の
多
く
が
一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
の
中
葉
に
至
る
ま
で
の
欧
米
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
が
そ
れ
ら
を
縦
横
に
駆
使
し
、
吸
収
咀
噛
し
、
本
書
に
採
り
い
れ
て
い
る
こ
と
は
、
丹
念
に
読
み
解
く
読
者
に
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
十
四
世
紀
末
は
朱
元
璋
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
明
の
太
祖
洪
武
帝
の
治
世
の
こ
ろ
に
淵
源
を
有
し
、
以
後
五
○
○
年
も
の
間
、
中
華
の
帝
国
と
の
間
に
友
好
の
絆
を
築
い
て
き
た
王
国
史
の
背
景
、
そ
の
究
明
に
カ
ー
の
典
拠
と
す
る
の
が
］・可・司昌ワ目丙目Ｑの。［弓臼頃．○ご岳の○三口、目口宮言『の】の〔の曰．（」程］）である。当時のハーバー
ド
大
学
に
お
け
る
中
国
史
の
権
威
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
及
び
デ
ン
両
教
授
の
手
に
な
る
実
に
二
○
頁
を
超
え
る
労
作
で
、
同
大
エ
ン
チ
ン
グ
中
国
研
究
所
の
紀
要
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ア
ジ
ア
研
究
」
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
・
清
両
王
朝
に
は
あ
く
ま
で
も
「
夷
国
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
琉
球
王
国
と
の
関
係
に
つ
き
、
カ
ー
は
「
：
琉
球
が
は
じ
め
て
名
目
上
の
進
貢
関
係
を
結
ん
だ
の
が
一
三
七
一
一
年
、
次
の
年
に
は
朝
鮮
、
安
南
、
チ
ャ
ン
パ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
う
ち
、
そ
の
後
幾
世
紀
に
も
わ
た
り
、
引
き
続
き
友
好
関
係
を
維
持
し
た
の
は
、
琉
球
と
朝
鮮
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
第
二
章
、
二
）
。
因
み
に
、
今
私
の
手
元
に
あ
る
同
ハ
ー
バ
ー
ド
論
文
中
、
清
朝
初
期
は
聖
柤
皇
帝
の
康
煕
元
年
以
降
二
世
紀
間
、
す
な
わ
ち
一
六
六
二
年
よ
り
一
八
六
○
年
（
文
宗
）
ま
で
の
進
貢
回
数
を
見
る
に
、
最
も
朝
貢
回
数
の
多
い
朝
鮮
に
次
ぐ
琉
球
国
が
二
五
回
、
こ
の
数
字
は
琉
球
に
続
く
安
南
、
シ
ャ
ム
、
ピ
ル
進
貢
・
接
貢
・
冊
封
ジョージ．Ｈ・カーの琉球史学1１
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マ
ラ
オ
ス
等
に
比
し
、
格
段
に
多
い
回
数
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
冊
封
琉
球
使
関
係
史
料
の
存
在
に
も
早
く
か
ら
幾
人
か
の
欧
人
学
者
が
注
目
し
て
い
た
。
ま
ず
ペ
リ
ー
提
督
の
主
席
通
訳
官
と
し
て
来
琉
し
た
サ
ム
エ
ル
．
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
著
作
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
カ
ー
原
著
巻
末
の
欧
文
書
誌
中
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
項
に
は
冊
封
関
係
を
含
む
中
琉
関
係
の
論
文
五
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ペ
リ
ー
と
共
に
琉
球
国
の
土
を
踏
む
以
前
、
一
六
年
も
遡
る
頃
モ
リ
ソ
ン
号
搭
乗
の
一
員
と
し
て
琉
球
を
訪
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
そ
の
時
の
経
験
を
ペ
リ
ー
随
行
録
、
モ
リ
ソ
ン
号
航
海
記
の
形
で
記
録
に
留
め
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
特
に
注
目
す
る
の
が
冊
封
使
録
三
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
カ
ー
が
ま
ず
徐
葆
光
の
「
中
山
伝
信
録
」
（
一
七
二
一
）
に
目
を
向
け
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
書
が
一
八
世
紀
中
葉
に
お
い
て
、
早
く
も
西
欧
に
琉
球
国
の
政
治
社
会
習
俗
の
様
相
を
伝
え
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
駐
留
の
仏
人
宣
教
師
ゴ
ビ
ー
ル
の
手
に
な
る
伝
信
録
の
仏
語
に
よ
る
要
約
版
が
西
洋
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
一
七
五
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
世
紀
を
迎
え
、
か
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
や
、
ホ
ー
ル
の
同
僚
マ
ク
ロ
ー
ド
医
師
を
は
じ
め
、
華
々
し
く
展
開
す
る
異
国
船
来
航
期
に
琉
球
の
地
を
踏
み
、
航
海
録
を
発
表
す
る
欧
人
識
者
の
必
ず
参
照
す
る
文
献
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
カ
ー
は
、
そ
の
他
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
取
り
上
げ
る
冊
封
使
李
鼎
元
の
「
使
琉
球
記
」
（７）
（一八○一一）のほか周煙の「琉球国志略」（一七五九）にも説き及んでいる。
の
ぶ
お
思
う
に
、
近
時
琉
球
国
の
歴
史
に
特
別
な
田
口
い
を
よ
せ
る
、
例
え
ば
原
田
禺
雄
医
博
の
手
に
よ
っ
て
冊
封
琉
球
使
録
の
数
々
が
現
代
語
訳
、
注
釈
の
形
で
発
表
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
ひ
と
頃
と
は
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。
こ
の
「
和
1２
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」「ノ○ 薩州の琉球侵攻以前の琉球国の諸相を語るカーが特に取り上げるのが第三章四項の「沖縄と先島諸
島
～
宮
古
、
八
重
山
、
奄
美
大
島
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
み
る
説
話
の
数
々
、
そ
の
豊
富
な
情
報
、
内
容
に
接
す
る
私
は
、
カ
ー
原
著
の
字
句
を
追
い
な
が
ら
、
一
々
驚
き
を
隠
せ
な
い
で
い
た
。
こ
の
分
野
に
疎
い
私
は
、
か
の
慶
世
村
恒
任
著
「
宮
古
史
伝
」
に
接
し
た
時
の
驚
き
、
い
や
そ
れ
以
上
の
感
動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
’
九
五
二
年
五
月
に
沖
縄
民
政
府
の
先
島
施
政
官
チ
ー
ム
よ
り
提
供
さ
れ
た
原
稿
綴
り
が
カ
ー
原
著
の
記
述
の
基
に
な
っ
た
と
い
漢
琉
球
学
」
の
分
野
で
も
飛
躍
的
な
進
展
を
見
せ
つ
つ
あ
る
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
幸
せ
も
な
い
。
た
だ
私
ど
も
は
、
す
で
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
先
人
欧
人
学
者
に
よ
る
業
績
の
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
な
く
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が
カ
ー
原
著
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。
察温の「林政八書」
そ
の
よ
う
な
カ
ー
独
特
の
研
究
方
法
、
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
は
ま
た
、
か
つ
て
の
宰
相
具
志
頭
親
方
察
温
の
林
業
政
策
田
先
島
の
伝
承
・
説
話
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本
書
を
精
読
す
る
読
者
は
、
著
者
カ
ー
の
異
常
に
厳
し
い
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
に
衝
撃
を
受
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
稿
の
筆
者
、
私
自
身
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
研
究
で
知
ら
れ
る
照
屋
善
彦
教
授
の
論
文
団
ミ
ミ
ミ
問
団
ミ
ミ
言
ミ
ロ
ミ
○
意
§
ご
Ｒ
』
の
言
昌
ミ
ミ
国
三
、
三
三
国
三
三
三
・
ミ
ミ
ご
言
ミ
ロ
ミ
【
冒
貿
・
ミ
》
屋
会
‐
屋
亀
（
’
九
六
九
）
に
早
く
か
ら
接
し
、
そ
の
論
文
の
和
文
完
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
で
も
あ
り、著者照屋教授の穏健、前向きなベッテルハイム観との対比に少なからず混迷の感を深くせざるを
（８）
得
な
か
っ
た
記
憶
を
有
す
る
。
ただ、我々はカーが自己のベッテルハイム観を書き留めるに際し、でき得る限り公平な立場を堅持
を
語
る
カ
ー
の
言
辞
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
察
温
翁
の
「
林
政
八
書
」
が
一
九
五
一
一
年
代
に
琉
球
列
島
民
政
府
森
林
管
理
課
に
よ
っ
て
翻
訳
刊
行
さ
れ
、
海
外
に
ま
で
配
布
さ
れ
、
「
森
林
保
護
の
歴
史
上
絶
賛
に
値
す
る
」
と
言
わ
れ
る
英
文
資
料
を
カ
ー
は
縦
横
に
駆
使
し
自
著
に
採
り
入
れ
て
い
る
（
第
五
章
、
四
）
。
因
み
に
こ
の
「
林
政
八
書
」
と
は
察
温
の
森
林
育
成
及
び
保
護
策
を
網
羅
す
る
も
の
で
、
一
七
三
七
年
よ
り
一
七
五
一
年
ま
で
に
発
令
さ
れ
た
一
連
の
政
令
文
書
集
成
で
あ
る
。
「
置
県
後
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
林
政
上
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
（
中
山盛茂編「琉球史辞典」）。
厳
し
い
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
1４
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し
よ
う
と
努
め
て
い
る
点
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
カ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
「
：
沖
縄
で
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
活
動
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
の
真
相
に
迫
り
、
少
な
く
と
も
整
合
性
の
あ
る
公
平
な
評
価
に
至
る
こ
と
と
す
る
原
資
料
に
は
四
種
が
存
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
彪
大
な
量
に
上
る
彼
自
身
の
日
誌
、
書
簡
群
で
あ
る
。
第
二
に
、
彼
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
宛
報
告
（
そ
し
て
そ
れ
を
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
が
要
約
し
た
も
の
）
、
第
三
に
、
沖
縄
で
直
接
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
会
い
、
そ
の
行
動
を
観
察
し
た
人
た
ち
に
よ
る
日
誌
、
書
簡
、
公
文
書
、
そ
し
て
最
後
に
地
元
沖
縄当局がベッテルハイム問題という難題と取り組んだ経緯を記す記録や書簡がそれである」（第六章、
九
）
。
カ
ー
が
こ
れ
ら
四
群
の
史
料
に
配
慮
し
、
「
公
平
な
評
価
」
を
目
指
し
つ
つ
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
カ
ー
の
そ
の
よ
う
な
試
み
が
ど
の
程
度
の
成
功
を
収
め
て
い
る
の
か
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
判
定
を
な
し
得
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
カ
ー
の
投
げ
か
け
る
彪
大
な
史
料
群
の
検
討
と
い
う
至
難
な
作
業
を
な
し
得
る
数
少
な
い
専
門
家
に
限
ら
れ
て
い
た
。
二
一
世
紀
に
生
き
る
我
々
の
眼
前
に
は
、
し
か
し
、
今
や
新
た
な
時
代
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
教
授
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の
結
晶
と
も
す
べ
き
舌
ミ
ミ
（
ロ
ミ
（
葺
同
員
Ｏ
・
ミ
冒
員
自
尽
ミ
ロ
ミ
ミ
ミ
冑
冒
団
ミ
ミ
ミ
ミ
畠
念
‐
壁
雪
、
罠
（
一
八
四
五
‐
五
一
）
、
’
’
○
○
五
、
殆さミロ（’八五一一’五四）、’一○一一一、が世に知られるようになったことである。二○一一一一年現在、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
に
よ
っ
て
、
そ
の
英
文
原
典
二
巻
本
の
和
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
和
訳
版
完
成
の
暁
に
は
、
一
般
読
者
に
も
、
よ
り
直
接
的
な
形
で
己
れ
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
の
形
成
に
近
づ
け
ジョージ．Ｈ・カーの琉球史学1５
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琉
球
国
帰
属
問
題
琉
球
王
国
の
命
運
を
め
ぐ
る
帰
属
問
題
は
、
琉
球
近
代
史
中
の
中
核
と
も
す
べ
き
論
題
で
あ
る
。
カ
ー
は
こ
の
問
題
に
迫
る
に
、
こ
こ
で
も
中
国
、
日
本
、
そ
し
て
琉
球
国
近
代
史
に
関
わ
る
欧
文
、
和
文
文
献
を
援
用
す
る
と
の
手
堅
い
手
法
を
以
て
し
て
い
る
。
四
○
歳
代
に
し
て
初
め
て
琉
球
・
沖
縄
史
研
究
の
分
野
に
手
を
染
め
る
こ
と
と
な
る
以
前
、
カ
ー
は
す
で
に
中
国
史
の
研
究
分
野
に
分
け
入
っ
て
久
し
か
っ
た
。
’
九
三
○
年
代
か
ら
四
○
年
代
に
か
け
て
、
そ
の
と
は
い
え
、
今
こ
う
し
て
カ
ー
原
著
の
一
語
一
句
を
追
う
私
は
、
も
う
何
十
年
も
前
、
生
前
の
カ
ー
教
授
の
私
宛
私
信
に
て
「
彼
は
悪
漢
だ
っ
た
」
と
衝
撃
的
な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
記
憶
を
未
だ
に
払
拭
し
き
れ
ず
に
い
る
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
記
憶
は
、
後
年
、
あ
る
い
は
照
屋
教
授
の
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
論
」
に
接
し
、
ま
た
カ
ー
自
身
も
注
目
し
て
い
る
例
え
ば
向
日
一
団
昌
師
の
一
連
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
伝
に
よ
っ
て
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
師
の
聖
書
琉
球
語
訳
へ
の
取
り
組
み
、
西
洋
医
学
の
導
入
と
い
っ
た
貴
重
な
貢
献
の
あ
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
と
い
え
ど
も
、
私
の
脳
裏
に
一
抹
の
影
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
私
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
師
に
寄
せ
る
私
情
が
、
果
た
し
て
「
偏
見
」
に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断
は
読
者
諸
氏
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
よ
う
。
する。
る
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
カ
ー
の
言
う
資
料
群
第
四
項
の
「
地
元
琉
球
側
の
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
沖
縄
県
史
料
～
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
関
係
記
録
」
前
近
代
四
二
九
八
五
）
な
ど
が
す
で
に
存
1６
Hosei University Repository
二
○
○
○
年
に
出
た
カ
ー
原
著
改
訂
増
補
版
の
本
文
そ
の
も
の
に
関
す
る
限
り
、
図
版
の
削
除
以
外
は
ペ
ー
ジ
数
を
も
含
め
一
九
五
八
年
出
版
の
初
版
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
新
た
な
装
丁
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
改
訂
版
、
い
や
新
装
版
に
は
巻
末
に
歴
史
家
崎
原
貢
教
授
に
よ
る
三
一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
あ
と
が
き
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
監
修
者
崎
原
は
原
著
者
カ
ー
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
カ
ー
は
、
常
に
弱
者
や
虐
げ
ら
れ
た
者
の
味
方
だ
っ
た
。
た
だ
、
悪
を
正
さ
ん
と
の
意
気
に
溢
れ
る
あ
ま
り
、
時
と
し
て
公
平
さ
を
欠
い
た
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
」
。
そ
の
よ
う
な
崎
原
の
コ
メ
ン
ト
は
、
今
し
が
た
検
討
し
た
カ
ー
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
観
、
あ
る
カ
ー
は
早
稲
田
、
台
北
帝
大
、
そ
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
お
い
て
中
国
、
日
本
研
究
分
野
で
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
。
カ
ー
琉
球
史
学
の
背
景
、
評
価
に
は
こ
の
よ
う
な
点
へ
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。
カ
ー
原
著
の
末
尾
を
占
め
る
八
、
九
、
十
、
十
一
章
、
実
に
本
文
の
三
割
以
上
に
相
当
す
る
そ
の
全
四
章
を
こ
の
問
題
の
史
的
背
景
、
実
相
に
迫
る
論
議に当てている。国ご白目【ロニロによる《白面のシ三三□の。、ｏ亘目Ｑ日日、ｓの口ローＯ三□○・昌門・ぐの【の】．
］⑭「］－］、⑭」・葛、冒笥の帛雰ごミロミ記の己§）（］①お）》司日ご丙、【日江の『による：弓宮のの（○二○【弓の幻ご丙旨（ＦＣＣ‐
＆。。）○・口］巳Ｏ豊・貝、貢房§琴ミミミロミもざ§員（」⑫忠）などの英文基本文献のほか、この一大問
（９）
題
に
対
す
る
カ
ー
の
理
解
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
太
田
朝
敷
の
「
沖
縄
県
政
五
十
年
」
だ
っ
た
。
崎
原
貢
教
授
の
カ
ー
原
著
改
訂
ジョージ．Ｈ・カーの琉球史学1７
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い
は
、
ま
た
カ
ー
の
薩
州
琉
球
侵
攻
論
（
少
な
く
と
も
崎
原
の
目
に
は
）
に
も
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
その「あとがき」は蚕耳シ「前近代の沖縄」、勺貝庁団「一九四五年以降の沖縄」、勺日（Ｏ「第四章の
改
訂
」
、
勺
胃
（
□
「
原
著
の
正
誤
表
」
の
四
項
か
ら
な
る
。
崎
原
教
授
の
英
文
、
そ
の
内
容
の
理
解
に
は
、
カ
ー
の
そ
れに比し、より難渋を極めたのであるが、私の理解できる範囲内で、教授の論点を要約してみよう。
ま
ず
石
口
耳
シ
に
お
い
て
は
「
武
器
排
除
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
以
下
の
論
議
が
な
さ
れ
る
。
第
三
章
三
の
「
尚
真
の
治
政
～
中
山
の
最
盛
期
」
の
特
に
尚
真
王
の
功
業
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
、
カ
ー
が
「
尚
真
の
治
世
三
○
年
目
に
、
そ
の
功
績
を
記
念
す
べ
く
王
府
の
構
内
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
典
拠
を
「
百
浦
添
欄
干
の
銘
」
な
り
と
訂
正
、
い
や
新
た
な
情
報
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
全
十
一
項
目
か
ら
な
る
そ
の
銘
文
の
第
四
項
を
カ
ー
が
「
武
器
の
私
有
が
禁
じ
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
点
を
、
伊
波
普
猷
の
か
っ
て
の
論
考
「
古
琉
球
の
武
備
を
考
察
し
て
、
空
手
の
発
展
に及ぶ」（「伊波普猷選集」上巻）に求め、さらに、伊波が「琉球古今記」で、薩摩の琉球入り以降、
武
備
の
減
少
に
反
比
例
し
、
空
手
道
が
発
達
し
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る。伊波（そしてカー）による上記銘文第四項の解釈が重大な誤りであること、それは仲原善忠が
「琉球王国の性格と武器」（「仲原善忠選集」Ｉ）と題する論考で指摘していることで、銘文の正しい
解釈は「：専ら刀剣弓矢を積み、もって護国の利器となす。此邦の財用、武器他国の及ばざる所な
り
」
（
文
語
体
は
中
山
盛
茂
編
「
琉
球
史
辞
典
」
よ
り
）
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
カ
ー
が
「
壬
府
はまず按司（崎原は「ロ日ロ』・ａの」と訳している）が個人的に武器を所有する事を禁じた。次にその
1８
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カ
ー
は
薩
州
島
津
の
琉
球
入
り
の
意
義
を
要
約
す
る
に
伊
波
の
「
鵜
飼
の
鵜
」
論
議
を
引
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。「我が沖縄人は長良川の鵜飼に供される鵜の如きもの、魚を捕獲することを許されても、飲み込
む事は許されない、といみじくもこのようにいったのは沖縄の学究伊波普猷である」（第四章、七）。
このような悲壮的、否定的な見方に反し、崎原は一六○九年以降、一八七九年に至るまでの薩摩と琉
球との関係を規定するに、そのような一方的な論議は必ずしも真ならず、として』○くの邑｝・弓の
幻ごロ丙皀ローｍ四斤のロ日四吋の」囚は○口の宮ごＱ貝冒、吾の弓○丙巨、四言四℃の国ｏＱ８ロウの【○巨函ご］ＱののＯロケの９国の
ような武器はすべて王府に差し出し、王府直轄の役人の監督下に貯蔵所に納めることにした」との陳
述が何らの典拠もなしになされており、この武器を持たず、平和を愛する王国の民の物語をいかにも
信瀝性のあるものの如く強調せんものとカーが持ち出すのが、かのナポレオンを驚かせたという武器
な
き
民
の
物
語
で
あ
る
、
と
崎
原
は
い
う
。
非
武
装
国
琉
球
の
実
相
が
、
必
ず
し
も
真
に
非
ず
と
論
議
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
崎
原
は
、
す
ぐ
そ
の
後
で
「
琉
球
の
支
配
層
は
血
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
あって、同時代の日本国の武士階級のように武力をその背景としているのではない」と述べたりして
いる。「鵜飼の鵜」論対「共生共存」論
ジョージ.Ｈ・カーの琉球史学1９
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崎原改訂部勺日庁のはカー原著の第四章、琉球王国独立の喪失前後（一五七一一一～一六○九）に注目
す
る
。
冒
頭
に
て
こ
の
部
分
の
改
訂
作
業
に
関
し
崎
原
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
カ
ー
原
著
以
降
の
研
究
成
果
に
照
らし、新たな情報を提供し、その上、原著にみる陳述をより明確にし、訂正し、あるいはそれに追加
の昌日ワ百一Ｑ・（下線、山口）と裁断している。「共生共存」論とでもすることができようか。一一一一口葉は悪
い
が
、
崎
原
の
見
方
は
「
お
互
い
さ
ま
、
相
互
扶
助
の
関
係
だ
っ
た
」
と
し
て
い
る
、
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
的
外
れ
で
は
な
い
と
思
う
。
崎
原
が
カ
ー
原
著
再
版
の
巻
末
で
僅
か
三
ペ
ー
ジ
半
の
論
議
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
の
正
否、その判断はむしろ専門家の裁定に待つべき領域のように思う。ここでは、ただ、崎原の結論の一
部
を
以
下
に
掲
げ
、
そ
の
よ
う
な
専
門
家
や
一
般
読
者
の
考
察
に
資
し
た
い
と
思
う
。
冨冗ごロ丙ご口官○ケ昌一昌胴巴口のｇＢＥｓ白○門の日四口一（ｇＣの胃の□Ｓ○口Ｓのの貝菌Ｏの．固の８口の①の異のロ白山
【巳の□日ｓＨのｎ斤｝ご庁ロ烏○口、面（すの旨＆、①ｐｏｐｍｍｏぐのＨロ日のロ戸斤ケの用『ロ丙昌□ぬ○ぐの門口ロ〕のご庁の】の｛の日づ凸の
の臼三厨の９口己のぐのロのロのロロロのロの９ヶの８口の①］（ョ「ロの冒吾の］員のＨのの（・命の胃のｐＢＰ○口＆の①ぐの。帛昌の
ヨ「囚扁。｛民⑤ＣＰ冗昌口丙ごロの■。□ごロ囚の（ごミロの日□の０－旨の】の庁旨Ｏｏｐ【日ロのｑロロ己］⑫「ぬ〔すロロ丙の一四局、の｜］【○
の臼のロ日四・のｍｐＤｂｏ耳○【弓のの臼巨のロロ。辱のぐのロの巳。】のＱ四日。□の①庁官ｏｍＣのユｑ・目ョ「○○言の画ロロ日、
の臼庁のの日①Ｐの言］・‐丙のご凹己の巴○ＰＣ｝の胃一】呉庁のの（の□（○三の註只．（勺日斤鈩・末尾）．
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す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
。
全
十
一
章
か
ら
な
る
カ
ー
原
著
の
特
に
第
四
章
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
部
分
が
薩
州
の
琉
球
侵
攻
と
、
そ
れ
以
前
、
以
後
の
琉
球
王
国
の
命
運
と
い
う
琉
球
史
上
の
一
代
椿
事
を
扱
う
箇
所
で
あ
る
事
、
そ
し
て
崎
原
教
授
の
最
も
得
意
と
す
る
専
門
分
野
で
あ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
以
下
は
崎
原
に
よ
る
そ
の
訂
正
、
改
訂
、
追
加
事
項
の
要
約
で
あ
る
。
『
甘
藷
の
導
入
は
一
六
○
六
年
で
は
な
く
、
一
六
○
五
年
と
い
う
の
が
最
近
の
知
見
。
二
一
六
○
○
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
以
降
、
外
様
大
名
の
う
ち
、
反
徳
川
勢
に
与
し
た
者
は
、
直
ち
に
お
家
つ
ぶ
し
の
憂
き
目
を
み
た
。
徳
川
に
与
し
た
大
名
と
い
え
ど
も
、
家
康
に
と
り
危
険
な
存
在
と
見
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
後
数
十
年
の
間
に
色
々
の
理
由
で
取
り
潰
し
に
合
っ
て
い
る
。
’
二
一
六
○
○
年
よ
り
一
六
○
九
年
に
至
る
ま
で
の
外
様
大
名
と
し
て
の
薩
摩
藩
の
存
在
、
そ
の
勢
力
に
は
依
然
と
し
て
侮
り
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
藩
主
の
座
を
放
棄
し
、
剃
髪
し
て
仏
道
に
入
っ
た
島
津
義
弘
だ
っ
た
が
、
終
世
徳
川
へ
礼
を
尽
く
す
江
戸
巡
礼
の
儀
を
拒
否
し
続
け
、
果
た
さ
な
か
っ
た
。
全
面
的
に
徳
川
に
屈
し
、
礼
を
尽
く
す
べ
く
江
戸
に
赴
い
た
の
は
そ
の
嗣
子
家
久
の
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
十
六
代
守
護
職
島
津
義
久
の
琉
球
国
王
尚
寧
宛
国
書
（
「
琉
球
薩
摩
往
復
文
書
案
」
（
一
六
二
○
年
頃
の
編
に
な
る
）
を
引
き
、
崎
原
は
次
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。
「
琉
球
国
を
侵
略
し
た
の
は
薩
摩
の
兵
だ
っ
た
が
、
彼
ら
を
そ
の
よ
う
な
行
動
に
走
ら
せ
た
の
は
将
軍
の
圧
力
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
」
。
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四．薩摩琉球制覇軍の総指揮官樺山の腹心本田親政の手に王国の行政がゆだねられて以後の琉球
国検地の結果としてカーの記す石高の詳細、データを訂正。
五
将
軍
の
地
位
を
授
け
ら
れ
る
の
は
古
来
源
氏
と
平
氏
の
血
筋
を
受
け
継
ぐ
者
の
み
で
あ
る
。
そ
の
両
家
の
う
ち最も輝かしい伝統を誇るのが源氏であり、徳川と島津家がまず源氏とのつながりがあると
言われる。鎌倉将軍家の基礎を築いた源氏の血を受け継ぐのが琉球の尚家であってみれば、
国王尚寧を粗末に扱うこと、それは、すなわち徳川、島津両家の品位を落とすことに他なら
ない。琉球国の国王の存在、それが島津家にとって、かけがえのない名誉な事であったこと
を
島
津
は
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
六．琉球国王そして重臣による「永劫の誓い」は、琉球国を日本国徳川支配の現状、レベルに適
合せしめる企てに他ならなかった。その意図することが仮にも薩摩の独占支配という面から
解されるとすれば、そのことには何ら新奇な点はない。外国貿易が富の蓄積につながり、し
たがってそれが武力の増長と戦への淵源であってみれば、徳川の裁可を得ぬ外国貿易を規制
し
よ
う
と
の
拳
に
で
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
七．薩摩に拘留された形だった王府の重臣の一人、国頭按司が、釈放後も薩摩に居残り薩軍の指
揮
官
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
事
実
ほ
ど
薩
州
、
琉
球
関
係
が
「
共
生
共
存
」
で
あ
っ
た
事
実
を
象徴するものもない。
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思
耳
□
は
カ
ー
原
著
に
み
る
綴
り
の
誤
り
、
最
近
の
研
究
成
果
よ
り
み
た
陳
述
、
事
実
、
デ
ー
タ
の
誤
り
な
ど
の
訂
正
箇
所
を
示
し
、
「
正
誤
表
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
、
原
著
の
訳
業
を
進
め
る
本
稿
筆
者
の
立
場
が
、
カ
ー
原
著
の
内
容
、
陳
述
、
そ
の
も
の
を
忠
実
に
反
映
、
再
現
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
事
を
果
た
し
た
上
で
崎
原
教
授
の
訂
正
文
を
カ
ー
原
文
と
比
較
で
き
る
形
に
し
て
提
示
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
と
は
い
え
崎
原
教
授
の
訂
正
箇
所
の
大
部
分
が
綴
り
な
ど
の
訂
正
で
、
教
授
が
訂
正
の
要
あ
り
と
し
て
提
示
し
て
い
る
改
訂
文
の
総
量
は
数
ペ
ー
ジ
分
に
も
満
た
な
い
。
こ
れ
は
逆
に
、
カ
ー
原
著
の
陳
述
、
デ
ー
タ
が
元
々
い
か
に
厳
密
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
反
映
す
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。
八
．
尚
寧
以
後
の
王
国
を
「
独
立
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
幻
想
上
の
独
立
」
と
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
最
近
の
学
界
か
ら
以
下
の
よ
う
な
異
な
っ
た
解
釈
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
「
半
自
治
体
、
半
独
立
体
制
」
、
そ
れ
は
、
い
ず
れ
の
大
名
の
領
地
に
お
い
て
も
等
し
く
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
史
上
に
名
高
い
琉
球
国
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
通
商
貿
易
は
、
一
六
○
九
年
以
前
、
二
世
紀
を
さ
か
の
ぼ
る
頃
に
は
、
す
で
に
絶
え
て
久
し
か
っ
た
。
琉
球
国
の
存
続
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
、
中
国
と
日
本
国
と
の
中
継
貿
易
地
と
し
て
の
存
在
だ
っ
た
。
島
津
の
傘
下
に
あ
っ
て
、
徳
川
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
琉
球
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
死
活
問
題
だ
っ
た
。
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す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
沖
縄
県
公
文
書
館
参
与
と
し
て
鋭
意
カ
ー
文
書
の
整
理
、
目
録
作
成
に
携
わ
っ
てきたジェンキンズ教授の労作このＯＳ這い』ご『、蒼苫・・房§旨Ｓ三遍ミ鑓と題する英文論
考、そして沖縄公文書館版」（潭日醇旧ｏｏＳ田〔冒日超回の記【、記冗、卓自記のが容易に参照できる
し
ま
ん
ち
ゅ
よ
う
に
な
っ
た
今
、
引
き
続
き
カ
ー
の
代
表
作
「
沖
縄
～
島
人
の
歴
史
」
（
と
り
あ
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
和
訳
題
を
考
え
て
い
る
）
の
完
訳
版
の
実
現
、
そ
し
て
今
継
続
中
の
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
滞
琉
日
誌
」
の
一
大
和
訳
事
業
の
完
成
を
も
っ
て
、
今
後
の
カ
ー
研
究
、
そ
の
再
評
価
の
基
礎
史
料
が
ほ
ぼ
整
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
ま
人
ち
ゅ
「
沖
縄
～
島
人
の
歴
史
」
の
著
者
カ
ー
は
、
英
文
原
著
冒
頭
の
「
は
し
が
き
～
沖
縄
、
米
国
、
現
今
の
歴
史
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
：
一
八
一
六
年
、
再
び
西
洋
列
強
が
南
か
ら
日
本
国
に
迫
り
つ
つ
あ
る
頃
、
か
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
英
海
軍
士
官
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
と
沖
縄
の
歴
史
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
平
和
志
向
の
国
が
永
続
し
、
生
き
残
る
は
ず
が
な
い
、
と
の
意
を
開
陳
し
て
い
る
。
後
年
、
そ
の
ホ
ー
ル
の
商
孫
が
『
琉
球
の
人
々
の
最
も
顕
著
な
民
族
的
特
性
、
そ
れ
は
身
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
道
徳
面
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
善
良
な
気
だ
て
と
上
品
な
物
腰
、
控
え
目
で
従
順
な
そ
の
気
質
、
客
に
手
厚
く
親
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
暴
力
や
犯
罪
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
潔
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
』
と
書
き
残
し
て
い
る
」
。
そ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ホ
ー
ル
の
「
喬
孫
」
が
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
琉
球
・
琉
球
語
研
究
に
献
身
し
た
東
京
帝
大
博
言
学
科
教
課
題
と
結
語
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授バジル・ホール・チェンバレンであることは言うまでもない。キャプテン・ホールの頃より一一世代
を経て、その血縁者が琉球・沖縄に暖かい眼差しを注ぎ、またその後二世代を経る第二次大戦終結前
後にかけ、米国カリフォルニア大学バークレー校歴史学科、スタンフォード大学フーバー研究所所属
の
学
究
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
が
沖
縄
史
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
そ
れ
は
そ
の
頃
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
の
背
景
に
は
、
か
っ
て
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
軍
事
至
上
主
義
志
向
」
の
米
国
軍
人
の
影が重くのしかかっていたことである。そのような人物の多くが例えばエール大学のジョージ・マー
ド
ッ
ク
教
授
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ワ
ト
キ
ン
ズ
四
世
教
授
ら
戦
中
戦
後
の
沖
縄
施
政
方
針
の
確
立
に
直
接
携
わ
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
マ
ー
ド
ッ
ク
や
ワ
ト
キ
ン
ズ
ら
が
、
’
九
四
五
年
前
後
に
は
軍
服
に
身
を
包
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
彼
ら
は
、
軍
人
で
あ
る
前
に
ま
ず
何
よ
り
も
片
や
人
類
学
、
片
や
政
治
学
と
い
っ
た、それぞれの分野における一流の学究だったことである。そのような人物の影響、保護、理解、指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
に
壮
年
期
の
学
究
カ
ー
が
沖
縄
研
究
に
専
心
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
は
沖
縄
の
人
た
ち
、
し
ま
人
ち
ゅ
「島人」にとって、とてつもなく幸いなことだったとせねばならない。今日、日米を問わず、軍備志
向の人たち、なかでも米国の外交、領事館関係業務に携わる有識者の問にきえ時として見受けられ、
本人の品位をさえ疑わせかねない一一一一口動に接する時勢にあってなお、そのような影がカーの著書にはひ
と
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
い
や
、
む
し
ろ
島
人
の
誇
り
と
も
な
ろ
う
、
史
実
の
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
それは、訳述作業を続ける私には、最も大きな「快い驚き」の一つだった。その秘密がまた何よりも
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「
軍
服
に
身
を
包
む
多
く
の
青
い
目
の
学
究
」
以
外
に
も
、
例
え
ば
与
那
国
善
三
、
島
袋
全
発
、
東
恩
納
寛
惇
、
仲
原
善
忠
、
吉
田
嗣
延
、
源
武
雄
、
比
嘉
春
潮
、
川
平
朝
伸
：
ら
多
く
の
在
京
、
沖
縄
地
元
知
識
人
ら
の
影
が
、
カ
ー
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
読
者
に
伝
え
得
る
の
を
幸
い
に
思
う
。
【注】（１）シ・勺］の量目③二の○の。『ぬの四・【の【【勺四℃の【の昌切印この切冒○四巨・唱日、へ．「沖縄県公文書館研究紀要」第三号、
二
○
○
一
年
三
月
、
一
○
七
頁
、
外
国
語
翻
訳
嘱
託
員
嶺
井
優
香
の
訳
文
に
よ
る
。
（
２
）
筆
者
の
提
唱
す
る
「
欧
文
日
本
学
・
琉
球
学
」
の
理
論
的
背
景
及
び
そ
の
実
践
例
に
つ
い
て
は
、
「
琉
球
弧
か
ら
の
飛
翔
」
（二○○｜）、「大琉球国と海外諸国」（二○○八）、「英人日本学者チェンバレンの研究～「欧文日本学」よ
り
観
た
再
評
価
」
（
二
○
一
○
）
な
ど
を
参
照
。
従
来
の
漢
学
へ
の
展
望
は
と
も
か
く
、
伝
統
的
な
「
洋
学
」
は
も
と
よ
り
、
特
に
欧
人
に
よ
る
日
本
語
・
琉
球
語
圏
の
自
然
科
学
、
地
誌
、
そ
の
比
較
研
究
（
例
え
ば
久
し
く
看
過
さ
れ
た
ま
ま
の
「
ペ
リー日本遠征記」第二巻所収の科学関係論考など）をも視野に収める点、いわゆる「国際日本学」よりは
や
や
広
い
展
望
を
有
し
、
ま
た
趣
旨
を
異
に
す
る
面
の
存
す
る
点
に
注
意
し
た
い
。
と
は
い
え
、
互
い
に
補
う
点
が
存
し
、
こ
こ
で
は
「
国
際
日
本
学
」
と
「
欧
文
日
本
学
」
と
を
並
列
同
時
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。
（
３
）
本
文
中
に
て
挙
げ
た
二
書
の
ほ
か
、
筆
者
の
過
去
、
ほ
ぼ
半
世
紀
に
及
ぶ
琉
球
研
究
の
基
と
も
な
っ
て
い
る
の
が
、
す
な
わ
ち、このカー原著巻末の欧文書誌である。早い頃の拙著、編訳書、「王堂チェンバレン～その琉球研究の記
2６
Hosei University Repository
録」（’九七六）、「異国と琉球」（’九八一一九九九）、「琉球～異邦典籍と史料」（一九七七）はじめ、
チェンバレン琉球・琉球語研究の総括書「チェンバレン日琉語比較文典」二九七五）、「琉球語の文法と辞
典
」
（
二
○
○
五
）
、
欧
文
琉
球
学
の
総
括
・
啓
蒙
書
「
外
国
人
来
琉
記
」
（
二
○
○
○
）
、
「
琉
球
王
国
の
崩
壊
」
（二○○二）、等、すべてがカー原著の書誌に負う。これも本文にて触れたカー書誌に基づく欧文琉球学の
一大成果、国の］｝｝のぐ目の編』ｑ量ご忌め『員冒・・｝寿爵ミロミ・§冒弐勺閂二戸全十巻本シリーズによって欧文琉
球学は全く新たな転機、局面を迎えることとなった。今後の琉球研究学徒にとり、国の筐のく巴［のの労作はか
け
が
え
の
な
い
指
針
と
な
ろ
う
。
（４）原著シ○百・三の月日の口豆暑・その頃、旧首里王城跡に設立された琉球大学英文科在籍中の私は、キャンパ
ス
の
い
た
る
所
に
置
か
れ
て
い
た
そ
の
無
料
配
布
の
「
赤
表
紙
本
」
、
そ
し
て
中
山
盛
茂
教
授
の
講
座
「
琉
球
史
」
で
、
こ
の
分
野
へ
の
洗
礼
を
受
け
、
開
眼
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
琉
球
史
辞
典
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
中
山
教
授
が
そ
の
何
百
枚
も
の
カ
ー
ド
を
手
元
に
熱
弁
を
振
る
わ
れ
る
名
講
義
に
魅
せ
ら
れ
た
記
憶
は
今
な
お
脳
裏
に
新
し
い
。
そ
の
後
た
ま
た
ま
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ア
ジ
ア
語
学
科
に
教
職
の
場
を
得
た
私
が
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
赤
表
紙
本
に
「
海
邦
養
秀
」
と
題
す
る序言を寄せる同大政治学教授ジェイムス・ワトキンズ四世の教官室を訪れたのも、思えばその赤表紙本
の存在が契機となっていた。同大学キャンパスではまた、当時壮年の意気に溢れるジョージ・カー氏の馨
咳
に
触
れ
得
、
そ
の
後
、
琉
球
関
係
欧
文
資
料
に
つ
き
書
信
で
う
る
さ
く
問
い
た
だ
す
私
に
快
く
答
え
て
下
さ
っ
た
カ
ー
氏
の
学
恩
を
こ
こ
に
記
す
こ
と
の
で
き
る
の
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
う
。
そ
の
二
度
目
の
渡
米
で
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
キ
ャ
ン
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パ
ス
に
到
着
す
る
や
、
二
日
目
に
足
を
運
ん
だ
の
が
同
大
中
央
図
書
館
、
そ
の
目
的
は
夢
に
ま
で
み
て
い
た
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
ロ
ン
ド
ン
版
原
著
「
大
琉
球
島
及
び
朝
鮮
航
海
探
検
記
」
と
の
対
面
を
果
す
こ
と
だ
っ
た
。
か
つ
て
の
須
藤
利
一
、
そ
し
て
ま
た
近
年
は
春
名
徹
に
よ
る
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
琉
球
記
研
究
と
訳
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
や
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ホ
ー
ル
の
名
は
南
島
琉
球
圏
の
人
々
に
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
三
年
後
、
一
一
○
一
六
年
に
迫
る
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ホ
ー
ル
来
琉
二
○
○
周
年
記
念
事
業
期
成
会
の
発
足
が
注
目
さ
れ
る
。
期
成
会
の
一
員
に
よ
っ
て
、
今
を
去
る
二
○
○
年
近
く
前
に
ロ
ン
ド
ン
で
発
刊
さ
れ
た
そ
の
有
名
な
「
大
琉
球
及
び
朝
鮮
航
海
探
検
記
」
の
版
元
、
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
が
、
’’○世紀後半、マレー四世の代に買収されたものの、今日なお四・ｏｚの円四の昌一日の社の一部門として健在で
あ
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
も
い
る
。
（５）弓シの］．、己の円．、』田］・ロロ・＠や〕］一・
（
６
）
軍
政
府
・
民
政
府
時
代
の
「
赤
表
紙
本
」
の
洗
礼
に
浴
し
て
い
る
私
は
当
初
、
そ
の
赤
表
紙
本
、
そ
し
て
後
の
タ
ト
ル
社
本
と
対
面
す
る
た
び
に
、
あ
る
種
の
「
偏
見
」
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
私
自
身
を
含
め
、
今
日
な
お
識
者
の
間
に
さ
え
、
あ
る
種
の
偏
見
を
抱
く
人
た
ち
の
存
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
私
は
、
し
か
し
、
カ
ー
原
著
を
一
語
一
語
、
一
旬
一
句
た
ど
り
な
が
ら
訳
業
を
終
え
つ
つ
あ
る
今
、
そ
の
「
偏
見
」
が
い
か
に
も
「
偏
見
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
い
さ
さ
か
複
雑
な
思
い
、
と
い
う
か
「
安
堵
」
に
近
い
心
情
を
味
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
私
の
新
た
な
、
違
っ
た
意
味
で
の
「
偏
見
」
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と
を
正
し
く
判
定
し
得
る
の
が
、
ま
た
本
書
を
精
読
吟
味
す
る
読
者
で
あ
る
こ
と
を
確
信
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
私
に
は
こ
と
の
ほ
か
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
2８
Hosei University Repository
（９）。：穴（句片目Ｑの）国昌江の『による長文の琉球国帰属問題論議については筆者の「琉球王国の崩壊～大動乱
期
の
日
中
外
交
戦
」
（
二
○
○
二
）
、
Ⅳ
琉
球
国
併
合
・
琉
球
諸
島
分
割
問
題
決
裂
へ
の
道
程
、
総
括
琉
球
事
件
物
語
、
一五一一一～二一一一八ページを参照。
（７）ウィリァムズの生誕一一○○年周年を記念する国際学会シロ閂日の目畳・目一の旨目・の巨三ご言の日。ご＆の．二
三言日の～幻の一畳・ロのケのプヨの①口厘の（シの国四己岳のご昌巴の国庁のの旨岳の］①忌○の二日目が一一○’’一年一一一月
一四日から一八日にかけて北京外国語大学で開催された。筆者の発表論文室」一百口の四己旧ｇごｓのぎについ
ては「四世紀的東西与美国～記念衛一一一畏誕生二○○周年」、二○一二年一一一月、一四一～’四五頁、参照。
（
８
）
和
訳
版
に
つ
い
て
は
照
屋
善
彦
著
、
山
口
栄
鉄
・
新
川
右
好
訳
「
英
宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
～
琉
球
伝
道
の
九
年
間
」
（二○○四）を参照。
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